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1は じ め に

遊休地や水田等を利用し野菜振興を推進していくな

かで、近年、夏秋期に価格が安定している土地利用型野

菜としてアスパラガスが注目されている。そこで、簡易

的で作業性に優れる栽培法としてキュウリ用アーチパイ

プを利用した露地長期どり栽培法について検討したので

報告する。

2試 験 方 法

供試品種は 'グ リーンタワー'と し、播種は 2001年 3

月 16日 、定植は 2001年 5月 21日 に当部露地ほ場に行つ

た。

2002年 4月 より収穫を開始し、春芽の一部は養成茎と

して生育全期間立茎し、長期どり栽培を行った (全期立

茎栽培)。 立基本数は 10本/mで、通風を図るため地際か

ら50cmま での側枝は除去した。10a当 たりN成分施肥量

は定植 1年目 20 8kg、 定植 2年目 34 6kg、 定植 3年 目

27 9kg行 つた。

アーチパイプを利用した露地長期どり栽培 (以後、ア

ーチ区)は、うね幅 240cm、 株間 25cn、 2条植えとした

(3333株/10a)。 仕立 。誘引は定植 2年目より行い、図

1に示すようにキュウリ用アーチパイプにマイカー線を

横張りし、主茎を誘引した。摘心は倒伏等の恐れがない

ことから実施しなかつた。

対照区は本県の慣行栽培とし、うね幅 150cln、 株間

30cm、 l条植えとした (2,222株 /10a)。 仕立・誘引は定

植 2年目より行い、支柱を直立しマイカー線を横張りし

たものに主茎を誘引した。この場合、風雨による倒伏防

上のため摘心を行った。摘心は定植 2年 目で草丈 120cD、

3年 目で草丈 150cmを 目安に行つた。

3 試験結果及び考察

(D生育 (表 1)

アーチ区は、主茎を摘心しないで生長量を増大させる

ことにより、対照区に比べ草丈が高く、CI'指数は高く

推移した。

佗)収量、品質 (表 2表 〕

アーチ区のA品収量は、定植 2年目 905kg/10a(対 照

対比 109%)、 定植 3年目 1,243kg/10a(対照対比 122%)

で、いずれも対照区以上であった。アーチ区は平均 1本

重も高く、階級別収量ではL品の収量が多かつた。時期

別では夏期の収量性が高く、定植 2年 目の 8月 、定植 3

年目の 7月 ～8月 に、対照区の 125%以上であった。ただ

し、9月 は対照区に劣る傾向であつた。観察ではアーチ

区は秋期の黄化が早く、摘心の有無が休眠の早晩に影響

を与え、9月 の収量に影響したと推察される。

3)障害芽 (図 υ

アーチ区の障害芽の発生は、対照区に比べ「曲がり」

がやや少なく「着色不良Jがやや多い傾向はあつた。た

だし、「着色不良」の全収穫中の発生割合は極めて小さく、

品質への影響はほとんどないと考えられた。

以上のことから、アーチパイプを利用したアスパラガ

ス露地栽培は、通路幅を広くとり作業性を向上させたな

かで収量の増加が見込まれた。CI'指数は高く、倒伏に

よる障害もないことから、夏期を収穫ピークに4月 から

9月 の長期どり栽培が可能であつた。
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茎数  草丈  茎径

図1キュウリ用アーチパイプを利用した養成茎の誘引

17日

茎数  草丈  茎径  GI' 茎数  草丈  茎径

アーチ区    96   143   95   1,310      96   173   104   1,572 96  1633   100  1,571

対照区     102   139   89   1,265     102   156    98   1,415     102  1462   90  1,344
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●00"_____:1_… _■_.…■__」1__[■ __ユ ___聖 __
対照区  801  577  2903  1602  1396  953  8323

100     100     100      100     100      ]00      100

定植3年 目 7-チ区  22   314  1410  4652  5161  871  12430

(2003年 )      ―   l19   106   149   125   64   122

■7-チ区 ●対照区
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図 2障害芽の発生割合 (定植 3年目 2003年 )

ィプを利用し、うね幅 240cn、 株間 25cll、 2条植えの栽

植様式で無摘心栽培すると、慣行の摘心栽培より夏秋期

の生育量の増大とともに収量が増加し収益の向上が見込

まれる。
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4 まとめ

アスパラガスの露地長期どり栽培において、春の休眠明

け直後に萌芽する春芽を収穫しながら同時に立茎する全

期立茎栽培を行う場合、茎葉誘引の支柱としてア
ーチパ

-202-


